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冬号

PCアプリケーション事業部　URL : https://www.sumitem.co.jp

ユーザーHPアドレス　URL : https://www.sumitem.co.jp/service/supernet/customer

弊社SuperNetVer5シリーズの最新バージョン「R5050」を
現在開発中です。本バージョンの新機能の一部をご紹介致します。

※附属書Gは安定化スラッジ水の使用の有無が【有】の場合のみ選択できます。

1
物件配合選択画面の一覧に「納入時期」が
表示できるようになりました。

配合計画書②2 JIS_A_5308 の附属書 F、附属書 Gに対応したアルカリ総量計算書、
塩化物量計算書を出力できるようになりました。

取引先一覧の基本設定を選択し、
物件配合の【最終表示項目】から
選択することができます。

力できるようになりました。

附属書Ｇアルカリ総量計算書

塩化物量計算書

附属書Ｆアルカリ総量計算書



工程試験の場合にスランプ・空気量・フローのロス値又は目標値を
表示が出来るようになりました。

骨材試験帳票類 工程管理及び骨材試験の帳票類で保存確認のメッセージが
表示されるようになりました。

強度試験台帳

硝酸銀滴定法が選択できるようになりました。
(濃度 0.0282mol/L　硝酸銀溶液の対応)

細骨材の塩化物量試験

3

4

5

数字を入力しデータを作成後に、保存ボタンを選択せずに
×で終了しようとすると下記確認メッセージが表示されます。

入力後の保存忘れ防止のため、メッセージを出力し保存を促す機能です。

細骨材の塩化物量試験を開き、
基本設定ボタンを選択します。
試験方法から硝酸銀滴定法に
切り替えることが出来ます。

ロス値を表示 目標値を表示



日次データ入力

XLQ のロット管理で取り込んだ
データを確認すると出荷の列にある
【工】にチェックが入ります。

6

※PSSと連動しており、ロット管理の設定が納入書単位の場合に使用できます。

※PSSと連動しており、ロット管理の設定が納入書単位の場合に使用できます。

同一の現場で試験採取を2回分取り、試験結果データ入力に転送した場合に、
２回目の試験として登録する事が出来るようになりました。

ロット管理①

7

8

出荷管理で試験採取を行った実績について、
ロット管理に取り込むと自動で試験採取の種類にチェックがつくようになりました。

【製品】、【代行】、【工程】のタブ毎に使用する塩化物換算表の指定が
出来るようになりました。

ロット管理②

出荷中の何台目で試験採取があったの
かが一目で分かるようになりました。

出荷指示画面で試験区分の採取に
チェックをつけて出荷します。

基本設定、日次データ設定の試験
区分ごとに設定が可能になります。

【はい】を選択すると試験結果データ入力に
２回目の試験として反映されます。【いいえ】
を選択すると今までと同じく１回目の新規
データとして反映されます。



大阪市中央区安土町 3-2-14 イワタニ第二ビル 4F

この1年お付き合い頂き、誠にありがとうございました。
皆様もコロナ感染に十分注意され、くれぐれもご自愛ください。
来年もスミテム並びにSuperNet シリーズをどうぞ宜しくお願い申し上げます。

スミテム社員一同より

年末年始の営業のご案内
2020年12月30日（水）から2021年1月4日（月）の期間は、フリーダイヤルはお休みいたします。
同期間は、営業業務・経理業務ともにお休みとなります。 何卒ご容赦頂きますようお願い申し上げます。

また2021年1月23日（土）は全館停電作業のためフリーダイヤルはお休みいたします。

R5050のリリース時期は2021年3月頃を予定しております

強度入力下部にある備考欄の文言を黒板に表示させることが出来るようになりました。黒板機能①

黒板を起動して右クリックで基本
設定を表示させます。備考欄に
チェックをつけてから、材齢別の
備考欄を採用するか、強度試験成
績書用の摘要欄を採用するかを
選択する事が出来るようになり
ました。

※黒板オプションをご導入のユーザー様のみで使用できます。

※黒板オプションをご導入のユーザー様のみで使用できます。

9

試験練計算書を黒板で表示した際に混和剤に単位を表示出来るようになりました。黒板機能②10

材齢別の備考欄を選択すると試験結果データ入力
の強度入力下部にある備考欄を採用します。

試験練計算書を黒板で表示
した際に混和剤に単位を表
示出来るようになりました。

単位については試験練り計算書の上部にある設定の
容器質量から選択する事が出来ます。
※g表記の場合は、黒板に単位は表示されません。


